
令和６ 年度　 決算報告
９月の市議会定例会で令和６年度決算が認定されました。

決算は、一年間にどれだけのお金が入り、どのように使われたのかを明らかにしたものです。

一般会計・ 特別会計・企業会計

会計 歳入（ 収入額） 歳出（ 支出額）

一般会計 677億9 ,5 6 7万7千円 644億3 ,8 3 1万3千円

特

別

会

計

国民健康保険事業 132億1 ,7 7 1万3千円 131億1 ,0 3 4万9千円

介護保険事業 116億6 ,2 5 8万4千円 114億4 ,4 2 5万9千円

後期高齢者医療事業 40億7 ,3 4 7万2千円 40億3 ,2 6 1万8千円

地方独立行政法人

桑名市総合医療センター施設整備等貸付事業
9億5 ,0 1 3万3千円 9億5 ,0 1 3万3千円

企

業

会

計

水道事業
収益的収支 33億18 6万9千円 30億5 ,8 9 9万2千円

資本的収支 10億1 ,7 3 7万4千円 14億3 ,5 5 6万3千円

下水道事業
収益的収支 55億6 ,7 7 2万7千円 49億2 ,4 1 4万2千円

資本的収支 37億74 5万円 47億6 ,0 3 6万2千円

合計 1 ,1 1 2億9 ,3 9 9万9千円 1 ,0 8 1億5 ,4 7 3万1千円

令和6年度決算の詳細については、市のH Pでも公開しています

問 この記事に関する問い合わせは財政課（ ☎ 24－1137 FAX 24－6312）

企業会計については上下水道部企画総務課（ ☎ 49－2005 FAX 48－3585）

経常収支比率とは

地方税や地方交付税に対し、人件費や扶助費、公債費

などの削減することが容易でない義務的な経費が占

める割合です。この数値が低いほど、財政構造のゆと

りがあり、財政は健全といえます。

将来負担比率とは

地方債の残高など、市の一般財源等が、将来負担すべ

き実質的な負債の規模を示す指標です。この数値が

低いほど将来の負担が低く 、財政は健全といえます。

財政調整基金とは

経済状況の変動による大幅な税収の減少や災害など

の予期できない支出に備えるための基金で、一般家

庭の特に目的を決めていない貯金にあたります。

臨時財政対策債とは

地方交付税の不足分を補うために特例として認めら

れている地方債で、償還費用は全額、国が負担するた

め、実質的な市の負担は生じません。

市の基金と借金

市の財政状況を示す主な指標

令和６ 年度 令和５ 年度 比較

経常収支比率 92 .9 % 9 2 .6 % 0 .3ポイント 上昇

将来負担比率 37 .9 % 3 6 .4 % 1 .5ポイント 上昇

令和６ 年度 令和５ 年度 比較

基

金

基金残高（ 一般会計） 15 4億4 ,9 3 3万2千円 159億7 ,0 5 2万6千円 5億2 ,1 1 9万4千円 減少

内

訳

財政調整基金 57億7 ,8 2 7万3千円 65億5 ,7 1 6万7千円 7億7 ,8 8 9万4千円 減少

その他 96億7 ,1 0 5万9千円 94億1 ,3 3 5万9千円 2億5 ,7 7 0万円 増加

借

金

地方債残高（ 一般会計） 51 6億7 ,7 3 4万8千円 508億2 ,1 5 0万3千円 8億5 ,5 8 4万5千円 増加

内

訳

臨時財政対策債 212億1 ,9 0 3万6千円 228億5 ,8 4 4万6千円 16億3 ,9 4 1万円 減少

その他 304億5 ,8 3 1万2千円 279億6 ,3 0 5万7千円 24億9 ,5 2 5万5千円 増加
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